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由はいくつかある。まず、当時 ア諸国は独立間もない時期であったが、それらの地域の政治経済社会研究のためには、植民地統治下の状況を歴史的に把握する必要があった。発展途上地域の歴史を踏 えて、現代の研究を行うということである。まアジ研設立当時、戦後日本のアジア研究は開始されたばかりであり、現在 よう は盛んではなく、研究者も研究成果もまださほど多くなかっ という側面も関係してよう。このため、欧米の発展途上地域研究機関、発展途上国の研究機関が刊 する図書資料や研究書だけで 戦前欧米や日本で刊行された研究書や研究機関の刊行物を収集したのである。さらに発足当時のア

































資料である。海軍省調査課の資料、昭和研究会関係、 「南方 政」関係の資料のマイクロフィルム三五リールからなっている。このコレクションについては、末廣昭「岸幸一資料目録」 （ 『アジア経済資料月報』第一七巻第一二号、一九七 年一二月）が作成されており、アジ研図書館デ タルアーカイブスで画像が公開されてい
ほかに、東亜研究所を経て戦後農業総合
研究所に所属された山本秀夫氏が亡くなられたあと、浜口裕子氏の紹介で蔵書の 部を寄贈いただいた。戦前期の中国農業にする文献や研究書が多数含まれていた。こうした寄贈資料は数多い
（いむら
　
てつお／前新潟大学教授）
